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1.アルギエシの定量法

渡辺剛夫(医化学〉

アルギニンの比色定量は坂口のヒポプロミット法

に基ずくものが多し、。この法では急に極大値に達す

る呈色が過剰のヒポプロミットにより速かに槌色す

るがら，過剰ヒポプロミットを消失させるために尿� 

素液を添加するが，尿素液添加までの時間が極めて

短時間であり，かっ正確なるを要する。試薬の量と

尿素添加時間に関し種々の安法がある所以である。

演者はズルフオサリチル酸を予め検液に加えておく

と，過剰のヒポプロミットがこれに反応し，甚だ安

定な呈色をするを認めた。この原理による定量法は

ズノレアオサリチル酸が除蛋白剤として用し、られるか

ら，甚だ実際的である。呈色度は高く，またアルギ

ニシ量に比例する。� 

2. 大腸菌属の� histidinedecarboxylase 

activityについて

。皆川勝，飯田宏美，

相磯和嘉(腐研〉

大腸菌層の中にヒスチヂ:;/を脱炭酸してヒスタミ

シを産生する菌株が若干存在していることは古くか

ら知られている。演者らは非病源細菌のうちヒスタ

ミンを大量に産生する細菌の蒐集を行ザっているが，

分離された大腸菌属の中で、ヒスタミシ産生株はある

特定の生物性状を有する菌株群に多いことを知つ� 

+，の型--， が十，+，Imvicた。これらの菌株は� 

式を示し，弱し、� Ureaseactivityを示すものが多

かった。これらの菌について� paperchromatogra-

phy，Warburg検圧法等によって� histidinede-

carboxylaseを調べた成績について述べる。� 

3. 抗� M，抗� N血清の性状にワいて

木村康(法医学 〉

抗� M，抗� N血清'の作製並びに抗血、請の性状に関

して知見を得たので、報告する。� 

1) 吸収済抗血清は長時日保存した場合，非特異

的援集反応が現われることがある。これには吸収の

不完全か又は抗血清の~性と云うことが考えられ

る。幽偶々米国製の抗血清'にこの非特異的競集反応が

見られたので、これを分析追及したところ，吸収が充

分でない場合は時を経て，残っていた或る種の不完

全抗体が湿性になったものの様に考えられた。

2) 蛋自分解酵素によって処理した赤血球を使用

して不完全抗体を証明する方法がある。しかし乍

ら，� MN式の血液型物質は酵素によって分解破壊さ

れると云う報告がある(黒田，� 1954)。余もこのこと

について実験し，酵素処理血球で抗血清を吸収した

ところ，抗� M，抗� N抗体は吸収されないが他の抗

体は吸収される事が判明した。これを応用して抗血

清を作製したところ，非特異的援集の見られない耐

時性のある抗血清を得ることが出来た。

4. 大平肺吸虫� (Paragonimusohirai Miya-

zaki，1939)の新第� 1中間宿主「ウスイロオ

カチグサJ(Paludinella devilis Gould) 

の発見について

横川宗雄，� o吉村裕之，小山千万樹，

佐野基人，津田守道，辻守康(医動物学〉

大平肺吸虫の発育史の中で，その第2中間宿主か

ら終宿主に至る発育に関しては詳細な研究が報告さ

れているが，一方その第� 1中間宿主は今尚決定され

たとは云L、難し、。即ち扇田，池田等によって木種肺

吸虫が実験的には「カワずンショウガイ� J(Assimi-

nea japonica)に感染し発育が認められてはいるが

自然感染は未だ見出されていなし、。演者等は今夏，

大平肺吸虫の流行地として先に報告した南伊豆地方� 

の第� 1中間宿主の調査を行ったところ，下田町吉佐

美及び南伊豆町湊に棲息する「ウスイロオカチグサJ

が本種肺吸虫の白然第� 1中間宿主である事を発見L

た。猶叉当地域には「ウスイロオカチグサjと「カワ

ショガイ� Jとの� 2種が混在して棲息している事

も明らか・となった。今日迄の所前者� 6082個，後者

1，4167個を調べた結果は「ウスイロオカチグサ」に� 4 

個の自然感染例を発見したが「カワザシショウガイ� J

には全く認められなかった事は甚だ興味ある点であ


